
お取引先、地域社会の多様化・複雑化する課題にお応えするべく、2023年10月京都フィナンシャルグループを設立し、持株会社
体制へ移行いたしました。「地域の成長を牽引し、ともに未来を創造する総合ソリューション企業」を目指し、金融機能の更なる深
化に加え、ソリューション機能の拡充と新事業領域の拡大を通じて、より一層地域の活性化に貢献できるよう努めてまいります。

総合ソリューション企業として、地域経済の持続的発展をサポート
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Ⅱ. 当行の地方創生のための支援サービス
～総合ソリューション企業「京都フィナンシャルグループ」～

事業領域の拡大

京都M&Aアドバイザリー株式会社

きょうと事業再生債権回収株式会社

 株主  京都ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ（100％）

 事業開始  2024年10月

 設立目的  事業再生支援機能の強化

 株主  京都ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ（100％）

 事業開始  2025年7月

 設立目的  M&A支援機能の強化

M&A支援

京都M&Aアドバイザリー

きょうと事業再生債権

積水リース

積水リース株式会社（当社グループ初のM&A）

 株主
 京都ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ（90％）、
 積水化学工業（10％）

 株式譲渡実行日  2024年6月3日

 取得目的
 当社グループと積水リースの保有する
 ノウハウや取引基盤等を相互に活かす
 ことでソリューション機能の充実を図る



2024年4月には、地域の課題解決をより推進するべく、京都フィナンシャルグループを象徴する取り組みとして『地域みらい共創事業』
を開始しました。専担組織を設置し、従来の枠組みを超えた金融支援など総合的なコンサルティングを展開しております。

総合ソリューション企業としての進化
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Ⅱ. 当行の地方創生のための支援サービス
～総合ソリューション企業「京都フィナンシャルグループ」～

地域みらい共創事業の成果

2024年度実績

対象先数（2025年3月末時点） 248先 （2025年4月に追加募集）

1,000億円ファンドの利用状況 146先 339億円（ファンド利用率33.9%）

資本性ローン 4先 17億円

超長期ローン（期間15年以上） 28先 83億円

京都総研コンサルティングとの契約 21件

京銀リースとの契約 69件

地域みらい共創事業の新たな取組み

・ ビジネス相談会の開催 (2025年6月開催)

・ 不動産私募ファンドを活用した支援

・ 行政や民間との連携

2025年6月開催
ビジネス相談会の案内チラシ

地域産業の継続・発展をサポートし、未来へのイノベーションへつなげる
という責務を果たすべく、「グループの総力を結集した総合ソリューション」
と「安心感のある多様なファイナンス」により、地域事業者の皆さまの
お役にたち、ともに未来を創造します。


